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論文
内
容要
旨
 Nahu皿とHつffが洞房結簡の表面にMet肱碩Olineを局所塗布する事に工って心房細
 動の発生する事を初めて報告して以来,AGhを同様に・洞房結節に塗布して心房細動が発生する
 盗も報告aれているpそれ以来コリン作用性機構がし房細動の発生に重要な毛賠“を演ずる』も・のと
 信じられるに至った。
 著者は雑種成犬62頭を使用し,局所における効果を観察ずる為に既に橋本等の発表している
 洞房結節動脈定圧灌療法を使用して,AGh投与による心房細動の分析から,細動の発生機序に一
 ついて実験考察した。
 AChの1μ9洞房結節動脈注入では全例の6P%以上,AChの10μ9では90%以上に心房細
 動の発生を観察fきた。この心房細動は同じ動物では同量のAG五で反覆繰返し誘発する事がで
 き.る一この心房細動は中枢の関与を要しない。迷走神経遮断でも星状神経筋摘出でも細動の発生
 には何の影響もな(,心肺標本で洞房結節動脈潅流をやっても同じ様に心房細動が起る。
 洞房結節部には多数の副交感神経節があるが,神経節遮断剤のHexa皿∩thoniumやTEA
 を動注してもAChによる心房細動には何の影響もない。これに対しPky80RUg皿ine(抗
 コ1,ンエステラーゼ剤)を使用してAChの分解を抑制ナると,心房細動は促進されるのみなら
 ず,投一与鼠が多い暗にはAσhを用いずとも自発的に心房細動が起こる。従って心房細動の発生
 機序は洞房結節の局所現象と考え得る。
 AtrOpineの少量を投与し,'畦間を追ってAC込を与えてみると先ず心房細動の発生が押割・
 される。洞房調律の抑制は遮断しきれ垣のでN円ga七ivecセro且otropio効果は残ろ。,時
 間がたっとその効果が恢復し,抑制は更に著明になO,更に抑制(徐脈)後の促進(頻脈)がみ
 られ最後にAtrOpineの効果は消失して同様な細動を起とす迄恢復する。
 次にRe舶rp劫eで処置した犬で,同様の実験を行なうと心房細動は決して起らなし㌔ただ
 調律の抑制が起こるのみである。心電図上では洞房調律の停止,続いて房室調律の出現が証明さ
 れる。'そ・こでノルアド》ナりンを少量洞房結節動脈に投与し,次φで多少の時間をおいてACh
 を投与すろと心房細動を発生させろ專ができる。ζの場合心房細動発生は一時的なもので畏時間
 噸かない・β一アドレナ1々鋤遮断剤の鱒観るとD6・・Prgレran。・。・の何れで
 も心房細動発生を抑制し・後には覚純な除脈が観察aれる。α一アドレナリン作働遮断剤Ph伶n-
 oxγbe甲amineはこのACh心房細動に何の影響も一与えない。交感神経興奮遮断剤といわれ
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 るGUane七hidine及びBr臼tyユiumでもA'Ghの心房細動発生を抑制する。
 Aehの洞房結節動脈内投与で例外的に心房細動を起こし得なかったものがあった。この例にノ
 ルアドレナリンを投'与する車によって酎騰的に心房細動を誘発する薯が出来た。
 迷走神経を刺激ずると洞房調律を抑制するのみで心房細動は起こらないが,アドレナリンを投与
 レジー次的に心房細動を迷走神経刺激で誘起せしめ得た。又迷走神経の興奮している暗にノルアド
 レナリンで心房細動を起こし得るかどうかを見ろ為にPhy自。臼tigmi'ne投与後にノルアドレナ
 リソを投与したところ心房細動を起ζし得た。
 以上よ0著者はAChにエる心房細:動の様式を記十と.共に心房細動の発生にはAOhとカテコ'一
 ルアミンとの相互干渉の機構が存在している事を示した。
■
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 審査結果の要旨
 洞房結節の機能に関して各種の研究があるが,inviVOの心臓で局所的潅流法を応用し,こ
 の機能を分析した。
 そもそも心房細動は実験的に諸様の方法で起すことが出来おが,臨床経験に近いものは(1)組織の
 障害ぐ乏血等による)と(2戸セチールコリン(迷走神経興奮)カテコールアミン(交感神経興奮)
 の異常な遊離による場合である。
 千葉茂俊の研究はこの内迷走神経興奮を意味するアセチールコリンの洞房結節動脈内投与によっ
 て発生する心房細動が,組織のカテコールアミンとの相互作用で誘起することを各面から駄目齢し
 的に証明したものである。
 この学位論文に対する知名の生理学者,薬理学者からの別冊請求;が異常に多い点から見ても,
 国際的研究と云うことが出来る臨床医学の見地から,重要な点は,自律神経の異常た興奮を防ぐこ
 とが心房細動の発生を予防し.又治療に欠くことが出来ないことを示レたことであろう。
 以上の如く十分に本学に於ける学位授与に値する創造的研究と信ずる。'
 一159一
